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データの嵐

地球観測の大規模＆高度化
大規模数値シミュレーション

etc

ＧＰＭ

ＧＰＳ 地球シミュレーター

巷にはデータがあふれている



どうすればこのデータの嵐を

乗り切れるか ＆

アドバンテージに変えることができるか

同じように情報があふれている

“WWW文章世界”をみてみる



“WWW文書世界”の場合
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• 大規模サイトも小規模サイトもすべてwebサーバでサービス
– 同様にアクセスできる (http & html)

• 相互リンク

• 検索エンジンによるスキャンと収集 横断検索



“科学数値データ”の場合…

• 個人や小規模データ管理と大規模公開はまったく別物
– 提供方法まちまち → それぞれ別々の方法でアクセスする必要あり

• 横断検索・横断利用できない

（根本問題：数値そのままでは意味がない）
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問題解決のシナリオ

• 第1段階： 手持ちのデータの解析ツールとして使え、
Webでのデータ公開にも使える汎用ツール構築 ⇒

デスクトップでの利用からWebでのデータサービスまで

シームレスに行えるように

– 戦略：ユーザーインターフェースはブラウザ

Webサーバ同梱でローカルでも簡単に利用

• 第2段階： 相互通信・相互利用 ⇒「デスクトップとサイ
バー空間の融合」、「科学データWebの創出」

– 戦略：P2PとWebサービスで（データがどこにあってもよい）



Gfdnavi
• 地球流体データベース・解析・可視化のための
新しいタイプのサーバ兼デスクトップツール
Gfdnaviを新規に開発した
– 個人利用からWebでのデータ公開までをカバーする
（地球科学では）初めてのツール

– 用いた道具・技術
• Rubyによる解析可視化Ｌｉｂ（自前） ー データの多様性を
吸収．足腰

• Ruby on Rails (Web開発フレームワーク with 
RDBMS) ー すばやい開発．Webサーバ, Ajaxヘルパ, Web
サービス,  etc etc



Gfdnaviの構成

リレーショナルデータベース
（メタデータ等）

Webインタフェース

外部ファイル
（科学データ等）

Webサーバ
（同梱の/apache）

利用者

メタ
データ抽

出

DB内
容反映

データ読出

O/Rマッピング

全体を一つのPCでも、分散構成でも



Webインタフェース

トップページ



検索＆絞込み



検索＆絞込み

Google Map利用検索



可視化



可視化



可視化



可視化



その他の機能

• 数学・統計処理

– ユーザー定義関数の受け入れ

• ユーザー、グループ管理

– データへのアクセス範囲制御

• 生成データや作成画像の保存
– ローカルPCへのダウンロード

– サーバーでの保存＋データベースへの登録



今後に向けた検討



P2Pを用いたGfdnaviメタサーチ
• Gfdnaviサーバ同士をPeer-to-Peerネットワークでつなぎ，

自律分散的にデータカタログを管理

• 検索後の相互利用はWebサービスで

RDB

RDB RDB

RDBRDB
dataA dataB

dataC

間もなく試験実装開始



データから得られた知見の
一体的取り込みへ

• 利点：
– 検証可能性の実現！
– 単なる数値データ、ビットマップではない意味を持ったデー
タ

• 応用いろいろ
– RSS生成機能⇒情報発信（新着情報」頁や「特集テーマ」頁づくり

などに）

– 「このデータはこんな風にみられてます」提案 など

– 共同研究
• ある図に対してアーダコーダ
• ちょっとパラメータを変えて再解析、再描画

• どのデータから、どうやって作られたか

• データ、図に対する人間の解釈



まとめ

• 地球科学データの「嵐」への対処法の提案と
実装

– 研究者各人のデータ利用環境とネットワークを通
じたデータ公開・利用の断絶の修復するツール
Gfdnavi を開発

http://www.gfd-dennou.org/arch/davis/gfdnavi/
– 今後：P2Pによるサーバー間連携。知見情報の有
機的組み込み。（あと、Gfdnaviの機能の一層の充実）

GSMaPプロジェクトで採用（テスト運用中）

http://www.gsmap.aero.osakafu-u.ac.jp/gfdnavi/



こんな方々に

• データ公開したい
– 知っている人しか使えない → Gfdnaviネットワークに接続す
ると、横断検索にかかる

– すでに別アプリケーションで公開済みでも、公開用データのパ
スは自由に設定できるので、共存可能

• ○○大学、××研究所など離れた研究者間で共同研究
している
– 図のURLを伝えると、送り先でも簡単にパラメータを変えて再描
画、コメントの付加が可能（データアクセス権限の設定可）

• 個人的データがたくさんあって、どこになにがあるか分か
らない
– 簡単にデータベースに登録できて、簡単に検索できる

• 出張が多い
– インターネット接続環境＆ブラウザさえあればいつでもどこでも





Ruby on Rails利用

さらにパッケージ化で導入を楽に

「第1段階」の実装の概略

ＤＢ部 （Ｍ）
メタデータをＤＢ化(incl.時空間情報; 木構

造）

自動スキャンによる簡単登録
（メタデータ込みのbinaryデータ形式利用）ＵＩ部 （VC）
主にWebブラウザーから

充実した解析可視化機能

多彩メニュー ＋

安全なスクリプト受付

パーソナルユースにも
グループ利用にも
公開サーバーにも



実装の支え：
Ruby on Rails

Webアプリケーション開発フレームワーク

RDBMS利用
高機能・包括的 (ajax, webサービスなども、
webサーバー同梱)
埋め込みRuby利用（既開発ライブラリ組込可）

これまでRubyによるデータ解析可視
化基盤ライブラリー を作成してきた

（すべて公開）



データサーバ編

研究者編

何が必要か

(1) 汎用な基盤クラスライブラリー

(2) クイックルックの先をケア

ファイル形式等の多様性を吸収

自由度の高い解析機能

(3) サーバ構築の易化（by パッケージ化）

「注文建築から工場生産建築へ」

本
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コミュニティーソフト基盤



研究者編

これまでの歩み

(1) 汎用な基盤クラスライブラリー創出

オブジェクト指向言語Rubyによるデータ解析
基盤ライブラリー の作成 （オープンソース）

解析可視化に使われ威力を発揮
その上にGUIなどの応用プログラムも



開発されたデータ解析可視化GUIのスクリーンショット



公開サーバ設置・運用

実験サーバー「デジタル地球流体」開設予定
衛星降雨データ統合プロジェクトに採用予定

開発 個人利用開始とともに…



データ提供サーバは沢山ありますが…

ファイルでの提供が中心
簡単な解析可視化サービスも
一部はより進んだ遠隔データアクセス可

せいぜいクイックルック
結局downloadして全部自分で



メタデータDB
Grid型格子

衛星の
進行方向

衛星

Swath型格子

Points型格子

公開フォルダ

group

attributes

科学データ
ファイル

多次元格子データセット

SIGENファイル

description = “……..”
param1 = value1
param2 = [val21,val22]

取り扱うデータの構成

ディレクトリー ⇒木構造 ⇒ RDB (⇒XML)

検索ランキング（incl.時空間情報）



計画まとめ

メタデータＤＢ化の研究・開発

充実した解析可視化機能の実現

基礎部
Rubyライブラリーの充実発展

パッケージ化
実験サイト設置運用

個
人
利
用
か
ら

サ
ー
バ
運
用
ま
で



多くの研究者のデータ解析の現状

言語（or CUI）：Matlab, Fortran, GrADS,..

手続き型、データ構造やファ
イル形式の多様性に対応難


